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より増えました。その他に大学で月 1 回外来、
県外で月 1 回手術・診療、夏休みや冬休みに
大学で先天異常の再建を行っています。琉球
大学では 6 階の教授室から東シナ海を遠望し
ていましたが、学院では 4 階の学院長室から
中城湾・太平洋が眼下に開けます（図 1）。9
月末に那覇市内で優先道路を走行中に側道か
ら一時停止しなかった車に側面衝突され、車
は廃車となり右第 9 肋骨骨折と左腱板損傷を
受傷しました。幸い順調に回復し 10 月の那覇
大綱引きで引き綱を獲得し、学院玄関に飾っ
てあります。
　教授就任中は各学会の理事・代議員・委員
に就任していたため、毎月 2 回以上は県外、
年 1 回以上海外に出張していましたが、日本
末梢神経学会、日本マイクロサージャリー学
会、日本小児整形外科学会、日本肘関節学会、
日本手外科学会、日本整形外科学会、西日本
整形災害外科学会（就任順）で名誉会員に推
挙され、現在理事は日本運動器科学会、代議
員は日本リハビリテーション学会、日本リウ
マチ学会、日本整形外科スポーツ医学会、委
員は日手会国際委員のみです。リハ学会の代
議員は琉大附属病院リハ部副部長の神谷先生、
リウマチ学会の代議員は整形外科講師の東先

　昨年 （2019 年）3 月末をもって 28 年間勤め
た琉球大学を定年退職いたしました。1991 年
に琉球大学に赴任し 2000 年から 19 年間は琉
球大学整形外科教授として整形外科学講座の運
営を担当して参りました。琉球大学整形外科
の開講は 1982 年と若い講座ですが、開講後 37
年で医局員数は 161 名を数えております。沖
縄整形外科医会の組織率も 90% 以上と非常に
高く、おそらく日本一と思います。
　2019 年 4 月 1 日からは医療法人「おもと会
沖縄リハビリテーション福祉学院（以下沖リ
ハ学院）」に勤務しております。大学勤務時
は 0730 スタートでしたが、今は 0830 スター
トで駐車場も指定されているため少しゆっく
りできます。臨床は同じおもと会傘下の大浜
第一病院で火曜日の午前中に外来、金曜は終
日手術を行っており、手術件数は大学勤務時

琉球大学を退職して

琉球大学名誉教授
沖縄リハビリテーション福祉学院

学院長　金谷　文則

図 1. 沖リハ学院長室より中城湾・太平洋を望む
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就任予定であり、2030 年の APFSSH 日本開
催に向けてまだまだ頑張らなければと思って
います。
　退職後の最も大きな出来事は日本整形外科学
会の学術賞受賞です（図 3）。琉球大学整形外
科としては初の受賞であり、整形外科講座の総
力を挙げた結果と考えております。整形外科学
講座は研究も盛んであり、今まで 5 名の大学院
生が琉球大学学長賞を受賞しています。琉球大
学整形外科の臨床並びに研究面でのますますの
発展を祈念し、稿を終えます。

生に代わって頂く予定なので、来年から出張
は大幅に減る予定です。退職後、学会で会っ
た数名の先生に太ったと言われました。時間
に余裕ができたほかに自転車通勤しにくかっ
たことが原因と考えられました。8 月から自転
車通勤を再開し、今年もツールド沖縄に参加
しました。直前に風邪を引いてしまい参加も
危ぶまれましたが、何とか頑張って 50km を 1
時間 45 分で完走しました（図 2）。ちなみに 2
時間で足切りです。来年も頑張ろうと思って
います。今年の 4 月に APFSSH（アジアパシ
フィック手外科連合）の secretary general に

図 3. 日本整形外科学会学術賞受賞（左：筆者 , 右：日整会山崎理事長）2019.5.8

図 2. ツールド沖縄 2019.11.10 完走 1 時間 45 分
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感染症情報

沖縄県感染症発生動向調査報告状況
（定点把握対象疾患）

※１．�定点あたり・・・対象となる五類感染症（インフルエンザなど 18の感染症）について、沖縄県で定点として選定された医療機関�
からの報告数を定点数で割った値のことで、言いかえると定点１医療機関当たりの平均報告数のことです。�
（インフルエンザ定点 58、小児科定点 34、眼科定点 10、基幹定点 7点）

※２．�最新の情報は直接沖縄県感染症情報センターホームページへアクセスしてください。‌
麻疹の情報も随時更新しております。

　　　http://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/eiken/kikaku/kansenjouhou/home.html

疾 病 定点区分

1週 2週 3週 4週

1/5 1/12 1/19 1/26 （定点あたり）

報告数 報告数 報告数 報告数
インフルエンザ インフルエンザ 1,302 1,252 1,220 1,038 (17.90)

RS ウイルス感染症 小児科 0 0 0 0 (0.00)

咽頭結膜熱 小児科 7 17 14 10 (0.29)

A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 小児科 59 86 99 95 (2.79)

感染性胃腸炎 小児科 64 84 98 109 (3.21)

水痘 小児科 30 27 16 15 (0.44)

手足口病 小児科 6 3 4 14 (0.41)

伝染性紅斑 小児科 1 2 4 3 (0.09)

突発性発疹 小児科 6 14 7 9 (0.26)

ヘルパンギーナ 小児科 6 3 0 1 (0.03)

流行性耳下腺炎 小児科 4 4 2 3 (0.09)

急性出血性結膜炎 眼科 0 0 0 0 (0.00)

流行性角結膜炎 眼科 2 15 6 11 (1.22)

細菌性髄膜炎 基幹 0 0 0 0 (0.00)

無菌性髄膜炎 基幹 0 0 0 2 (0.29)

マイコプラズマ肺炎 基幹 1 5 7 5 (0.71)

クラミジア肺炎（オウム病を除く） 基幹 0 0 0 0 (0.00)

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 基幹 0 0 0 3 (0.43)

●暴力団に関する困り事・相談は下記のところへ
受付　月曜日～金曜日（ただし、祝祭日は除きます）　午前10時00分～午後5時00分

電話による相談で不十分な場合は、面接によるアドバイスを行います。
「暴力団から不当な要求を受けてお困りの方は……悩まずに今すぐご相談を（相談無料・秘密厳守！）」

財団法人　暴力団追放沖縄県民会議

暴力団追放に関する相談窓口
　暴力団に関するすべての相談については、警察ではもちろんのこと、当県民会議でも応じており、
専門的知識や経験を豊富に有する暴力追放相談委員が対応方針についてアドバイスしています。
　暴力団の事でお困りの方は一人で悩まず警察や当県民会議にご相談下さい。

なくそうヤクザ スリーオーセブン

TEL（098）868－0893 862－0007 FAX（098）869－8930（24時間対応可）
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講演会・例会のご案内

（ 3月 10 日～ 5月 9日）

※最新の情報はホームページで逐次更新していますので、ご確認ください。
※お願い：5月10日～7月9日迄の講演会例会等が決まれば、3月25日迄に業務1課(098-888-0087)へご一報下さい。

03/27
（金）

19：10

ハイアット
リージェンシー
那覇沖縄

沖精診学術講演会
(日医生涯教育講座)
①私のクリニックにおける
　 うつ病治療
②うつ病の炎症～どう捉える？
　 うつ病発症のメカニズム～

①中村　明文(あかりクリニック
    院長)
②岩田　正明(鳥取大学医学部精
    神行動分野准教授)

①12)0.5単位
②70)1.0単位

沖縄県精神科診療所協会
石原
098-879-3303
参加費 会員以外500円

04/14
（火）

19：00

沖縄県医師会館 沖縄腎フォーラム定例会
(日医生涯教育講座)
①文献紹介・抄読会
②定例検討会

①未定(未定)
②未定(未定)

①9)0.5単位、

    15)0.5単位

②1)0.5単位、

    73)0.5単位

沖縄腎フォーラム

松原　隆

098-851-3077
参加費 なし

03/13
（金）

19：30

ザ・ナハテラス 第22回OCEAN研究会

(日医生涯教育講座)
①統合失調症の薬物治療
②抗精神病薬の開発の歴史と
    経皮吸収型製剤登場の意義

①小渡　稚子(医療法人社団志誠
    会平和病院)
②石郷岡　純(CNS薬理研究所)

①73)0.5単位

②15)1.0単位

大日本住友製薬（株）
福永　康城
092-432-5623
参加費 医師1,000円・
コ・メディカル500円

03/18
（水）

19：30

ザ・ナハテラス 糖尿病プレミアム学術講演会
(日医生涯教育講座)
Precision MedicineとPrecision
Health～人生100年時代の糖尿
病診療～

益崎　裕章(琉球大学大学院医学研
究科内分泌代謝・血液・膠原病内

科学講座)

23)0.5単位、
76)0.5単位、
82)0.5単位

日本イーライリリー

（株）

寺田　友通

092-724-0451
参加費 なし

講演会・例会のご案内(3月10日～5月9日)

開催日 場所 名称 講師 CC
問合せ先

参加費

03/10
（火）

19：00

沖縄県医師会館 沖縄腎フォーラム定例会
(日医生涯教育講座)
①文献紹介・抄読会
②定例検討会

①未定(未定)
②未定(未定)

①9)0.5単位、

    15)0.5単位

②1)0.5単位、

    73)0.5単位

沖縄腎フォーラム

松原　隆

098-851-3077
参加費 なし

発熱

カリキュラムコード(略称：ＣＣ）

相補・代替医療（漢方医療を含む）

生活習慣
終末期のケア
在宅医療
気管支喘息

排尿障害（尿失禁・排尿困難）
肉眼的血尿

乏尿・尿閉

慢性疾患・複合疾患の管理

視力障害、視野狭窄
けいれん発作

目の充血
聴覚障害

歩行障害
四肢のしびれ

胸やけ
腹痛
便通異常(下痢、便秘)

鼻漏・鼻閉

咳・痰

鼻出血
嗄声

不安

褥瘡
背部痛
腰痛
関節痛

成長・発達の障害
流・早産および満期産
気分の障害（うつ）

脳血管障害後遺症
骨粗鬆症
糖尿病
脂質異常症
高血圧症

熱傷
外傷

肛門・会陰部痛

医療制度と法律
医療の質と安全
感染対策
医療情報
チーム医療

体重増加・肥満
浮腫

その他
言語障害
失神ショック

急性中毒
多尿
精神科領域の救急

吐血・下血
嘔気・嘔吐

予防と保健

医療と介護および福祉の連携
災害医療
臨床問題解決のプロセス

地域医療 認知能の障害
頭痛

医師のプロフェッショナルリズム

体重減少・るい痩

全身倦怠感
身体機能の低下
不眠
食欲不振医師一患者関係とコミュニケーション

医療倫理：臨床倫理
医療倫理：研究倫理と生命倫理

心理社会的アプローチ

リンパ節腫脹
発疹
黄疸

胸痛
動悸
心肺停止
呼吸困難

誤飲
嚥化困難

誤嚥
めまい
意識障害
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沖縄県ドクターバンクからのお知らせ沖縄県ドクターバンクからのお知らせ沖縄県ドクターバンクからのお知らせ

常勤・非常勤での勤務先を探している、ベテランの技を活かしスポット勤務で働きたいとお考えの先生方、

または産業医として勤務できる事業所をお探しの皆様！沖縄県ドクターバンクに登録してみませんか？　

当バンクでは多くの求人情報の中から、皆様のご希望に合う医療機関をご紹介いたします。

FAX 番号：０９８－８８８－００８９

受付登録日：　　　　年　　　月　　　日　　　受付番号：

（西暦）

 〒　　　　　-

 電話（自宅または携帯）：

 E-mail：

 第　     　　　　　　 　  　　     号

 ①就業中　 ②休職中（  産休 ・  育休 ・ 病休  ）　③離職中 　 ④その他：

 就 業 形 態   ①常勤　②非常勤（頻度　　　　回/月程度）　③その他：

 希望診療科

 施 設 種 別   ①病院　　②診療所　　③その他：  

 第１希望： □那覇 　□南部 　□中部　 □北部 　□離島　

 第２希望： □那覇 　□南部 　□中部 　□北部 　□離島　
 
勤務希望時期   ①今すぐ    ②令和　　　年　　　月頃から  　 ③未定

 勤務可能な曜日 　 月 ・ 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金 ・ 土 ・ 日

 勤務可能な時間帯 　 　　時　　　　分　～　　　　時　　　　分

 当 直 勤 務   ①できる    ②できない
 

希望業務内容   ①病棟   　 ②外来   　 ③健診   　 ④パート　　⑤臨時　　⑥産業医　 

 常勤務の場合  月給 ： 以上 

 非常勤の場合  日給 ： 以上 月給： 以上

 臨時の場合  時給 ： 以上  

保 育 所   ①必要  ②必要なし

 再就業のための再研修  ①必要  ②必要なし

 その他希望

☆下記の登録票に必要事項をご記入の上、沖縄県医師会事務局 業務１課まで、FAXにてお申し込みください。

沖縄県ドクターバンク登録票　（医師用）

＊現在の状況

希望
条件

 希 望 地 域

 勤 務 時 間

 給     与

 ＊医籍番号  ＊専門診療科

格資の他のそ格資医門専格　　　資

＊住　　所

　　　　 年　　月　　日生

   ＊連 絡 先

 ＊医籍登録日 　　　　年　　　月　　　日登録  保険医登録番号  　　 　医　　　　　　　　号

現在の勤務先

＊項目は必須

ふりがな
＊生年月日

＊氏　　名

＊氏名、住所等の個人が特定される情報につきましては、

個人情報保護関連法令に則り開示・公表また無断流用は

一切いたしません。

《提出・問合先》

〒901-1105 南風原町字新川218-9
沖縄県医師会事務局

業務１課 ドクターバンク担当
TEL.098-888-0087 / FAX.098-888-0089

－ 67（229）－



沖縄医報　Vol.56  No.3 2020
医療勤務環境改善支援センターからのお知らせ
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沖縄県医師会報投稿規定
沖縄県医師会報
投稿規定

 生涯教育／プライマリ・ケアー 
◯字数制限

生涯教育 6,000 字以内とし、冒頭に 400 字程度の要旨をつけて下さい。
プライマリ・ケアー 2,500 字以内

（図表 1 枚を 400 文字数に換算する必要がある）
◯内 容

生涯教育は、原則学術・実地医家にとって有用性の高い総説論文
プライマリ・ケアーは、病診連携、病病連携等に資していただけるような、日常的な症状に関するミニレクチャー
的な内容。

○原稿の書き方
①原稿はできるだけ Word、Excel、PowerPoint にて作成して下さい。
②原則として常用漢字、現代かな使い、算用数字を使用して下さい。
③図、表、写真の挿入場所を文中に指定して下さい。
④図表にはタイトルをつけてください。
⑤�写真、図、表は原則として 10 枚以内とし、そのまま製版出来る鮮明なもので、特に写真は明瞭なものでご提

出下さい。
⑥�人を対象とした研究については、ヘルシンキ宣言を遵守したものであること、また症例を提示する際（症例

報告）は、患者さんのプライバシーの保護やインフォームドコンセントなどに関する倫理的な問題に十分配
慮されていること。

　個人が特定され得る疾病に関しては、本人の同意を得るようご配慮下さい。
○文 献

引用文献は最小限度（原則として 10 以内）とし、論文中にでてくる順に番号をつけ、末尾に以下の形式で一括
して下さい。本文中には，引用部の右肩に 1）2）3）…の番号を付してください。引用の図表は出典を明記し
て下さい。
著者は複数の場合は筆頭者 , 他で記入下さい。
引用文献の記載項目並びに順序

○雑誌の場合
著者名：論文題名．雑誌名　発行年；巻： ページ．
Ahonkhai VL, et al : Failure of pneumococcal vaccine in children with sickle-cell disease. N Engl J Med 1979 ;  
301 : 26-27.
○単行本の場合
著者名：書名．（版数），発行所，発行所の所在地，発行年；引用ページ．
Koch FC, et al : Practical Methods in Biochemistry. 2nd ed, William Willkins, Baltimore, 1948 ; 212（or 212-
215）.
○シリーズなど
執筆者名：執筆部分題名．編者名，シリーズ 名，巻数，発行所，発行地，発行年；引用ページ．
Kovec A : The liver and spleen. ed Bolinger RE, In Guide to Diagnostic Imaging, vol 1, Medical Examination 
Publishing Co Inc, New York, 1982 ; 123-140.
○ウェブサイトの場合
執筆者名（編者名）：サイト名．URL（最終閲覧日）
運動器の 10 年・日本協会：学校での運動器検診の手引き．http://www.bjd-jp.org/medicalexamination/
guide_0.html（2016 年 8 月 16 日閲覧）

 月間（週間）行事お知らせ 
◯字数制限：2,000 字以内
○内　　容：医療関係の行事等について

 発言席 
◯字数制限：2,500 字以内
○内　　容：会員の先生方のご意見や主張等

 勤務医 /臨床研修医 
◯字数制限：勤務医 2,000 字以内、臨床研修医 1,500 字以内
○内　　容：勤務医・臨床医の先生方からのご意見・ご要望
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 地区医師会 
◯字数制限：1,000 字以内
○内　　容：各地区医師会の活動状況
　　　　　　�（例：テレビ番組やラジオ番組の放映、かかりつけ医推進事業等の厚労省モデル事業や独自の院内　

活動等）

 若　手 
◯字数制限：1,500 字以内
○内　　容：今後の進路を決める先生方へのアドバイス等について（若手医師への提言、日常診療のコツ、開　
　　　　　　業顛末記等）

 随筆 / 新春干支随筆 /緑陰随筆 
◯字数制限：随筆 2,500 字以内、新春干支随筆・緑陰随筆 1,500 字以内
○内　　容：日常診療のエピソード、青春の思い出、一枚の写真、趣味などの他、紀行文、特技書評、新年の　
　　　　　　抱負など

 本の紹介 
◯字数制限：1,500 字以内
○内　　容：感動した、生き方が変わった、診療が変わった、 新たに真実を知った本等々、会員の皆様の座右の　
　　　　　　本の紹介

 いきいきグループ紹介 
◯字数制限：1,000 字以内
○内　　容：各研究会、スポーツ同好会や摸合等の活動紹介

 身近な闘病記 
◯字数制限：2,000 字以内
○内　　容：ご自身又はご家族の病気療養の経験談について

 追悼文 
◯字数制限：1,500 字以内
○内　　容：お亡くなりになられた先生への追悼

 広　告 
○沖縄県医師会報の品位、及び体制を損なわぬものとし、採否については広報委員会で審議のうえ決定する。

投稿の方法
1. 会報への投稿の第一執筆者は、原則として沖縄県医師会会員であること。
2. 原稿には題名、氏名、勤務先 ( 所属 ) を明記して下さい。
3. 図・表・写真は原則モノクロ掲載とし、カラーの場合は実費をご負担願います。
4. 送付方法は出来ましたらメール送信又はＣＤ - Ｒ等での送付をお願いします。
5. 同一会員の原稿掲載回数は、1 期（4 ～ 7 月号）、2 期（8 ～ 11 月号）、3 期（12 ～ 3 月号）の各期ごとに 1 編のみ。
6. 写真の解像度は 350 以上でお願いします。表紙写真に関しては、会員本人撮影のものとする。
7. 掲載の採否は広報委員会で決定し、内容によっては原稿の修正等をお願いする事があります。

著作権
本誌並びにホームページに掲載される著作物の著作権は沖縄県医師会に帰属します。

送付先・問い合わせ先
沖縄県医師会 庶務課
〒 901-1105 南風原町新川 218-9
TEL：098-888-0087　FAX：098-888-0089
E-mail：kaihou@ml.okinawa.med.or.jp

平成 29 年 7 月 1 日より
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成人 T 細胞白血病リンパ腫に影響を与える
か？―沖縄県アグレッシブ ATL データベー
スの解析―」では、播種性糞線虫症は成人 T
細胞白血病リンパ腫 （ATL）における致死
的合併症のひとつとして ATL の予後不良因
子とされていましたが、これが確かな情報
であるのか、また糞線虫症の全生存期間へ
の影響を評価した研究が報告されてました。
その結果、この研究では糞線虫症が ATL の
全生存期間の予後に影響しない可能性が示
唆されたとのことでした。
　2019 年 3 月に琉球大学整形外科講座を定
年退職された金谷文則先生から「琉球大学
を退職して」の題名で随筆を頂きました。
金谷文則先生は、沖縄県の整形外科領域の
飛躍的進歩を遂げた大変重要なポストに位
置しておりました。現在はおもと会沖縄リ
ハビリテーション福祉学院に勤務されてい
るとのことで、金谷先生が沖縄県に在住し
ていることは、沖縄県の整形外科医にとっ
てはとても頼もしいことではないかと思い
ます。
　今年一月後半から中国から新型コロナウ
イルスが流行しております。3 月の時点では
様々情報が飛び交っており、正直どれが有
効な情報なのか迷いますが、まずは厚生局
HP 那覇市保健所、県医師会から情報が確実
かと思いますので、今一度ご確認いただけ
ればと。
　時には、お酒を片手に、沖縄県医師会報
誌を肴にしてはどうでしょでか。見逃して
いた面白い、ためになる発見がもっとある
のでは、と思います。
　今回も多くの原稿を頂き、誠に有難うご
ざいました。これをもって私の編集後記と
させて頂きます。

広報委員　真志取　浩貴

　先月は昨年と比べても、かなり暖かい日
が続きました。私は寒さ対策でせっかく買っ
たコートがなかなか着られず、暖かい日が
続くのは良かったのですが、私的にはちょっ
と残念な 2 月でした。
　今回の表紙は、アワセ第一医院の浜端宏
英先生から頂きました。私は山を見ると富
士山しか思い浮かばない知識のない人間で
すが、滋賀県の伊吹山、絶景ですね。今年
は例年に比べ雪の量、積雪もかなり少ない
とのことでした。沖縄では見ることのでき
ない、山に積もった雪山を見ると、とても
感動を覚える私です。
　第 128 回沖縄県医師会医学会総会は古堅
善亮先生から報告がありました。医師の不
足によって手術が困難な病院に、他病院の
医師が出向いて手術の応援が行われている
こと、連携をとって離島患者の救命などが
記載されていました。狭い沖縄県ならでは
の連携は必須であることを再確認しました。
　令和 2 年新年祝賀会・医事功労者表彰式
を稲田 隆司先生から報告していただきまし
た。玉城県知事から沖縄県知事表彰の授与、
安里会長からは県医師会長表彰の授与が行
われました。県医師会表彰の慶祝表彰を代
表して比嘉國郎先生、医事功労表彰を代表
して上原秀政先生に授与され、その後県知
事表彰を授与された山城千秋先生から代表
として挨拶をいただきました。受賞された
先生方には、これまでのご功労に敬意を表
し感謝申し上げますとともに、今後も沖縄
県民のためにさらなるご活躍を願っており
ます。
　沖縄県医師会報生涯教育コーナーでは、
琉球大学大学院医学研究科・内分泌代謝・
血液・膠原病内科学講座（第二内科）の玉
城啓太先生から「糞線虫症はアグレッシブ
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